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桑
宅
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一
宅
参
れ
ご
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三
丁
掛
s

社
会
文
化
部
門

大
河
内
浩(

個
人
会
員
)

緑
地
帯
の
公
園
と
な
っ
た
三
丁
掛
堀

桑
名
旧
市
街
地
で
育
っ
た
五
十
歳
代

以
上
の
方
々
に
は
つ
一
丁
掛
(
さ
ん
ち
ょ

う
が
け
)
と
い
う
地
名
を
聞
い
た
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

久
波
奈
名
所
圃

曾
(
文
化
元
年
H

一
八
O
四
刊
)
に
は
、

「
瓦
師
瀬
古
よ
り
本
統
寺
迄
の
縄
手
、

田
所
の
惣
高
ゴ
一
町
不
足
す
る
故
、
三
丁

欠
と
云
り
」
と
あ
り
、
現
在
の
、
北
鍋

屋
町
・
大
央
町
・
京
橋
町
に
比
定
さ
れ

ま
す
。

と
こ
ろ
が
っ
一
丁
掛
の
名
が
現
れ
る
の

は
も
っ
と
古
く
、
南
北
朝
時
代
の
興
国

七
年
H

貞
和
二
年
(
一
三
四
六
)
に
足

利
幕
府
よ
り
桑
名
春
日
神
社
へ
神
領
八

百
石
の
寄
進
の
記
述
が
見
ら
れ
ま
す
。

一
説
に
、
田

一
町
で
三
町
分
の
米
が
収

穫
で
き
る
ほ
ど
良
質
で
肥
沃
な
田
で
、

故
に
二
一
丁
掛
と
言
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ

ま
す
。

そ
の
後
も
慶
長
六
年
(
一
六O
一
)

に
徳
川
家
康
よ
り
春
日
神
社
へ
、
こ
の

三
丁
掛
に
神
領
百
石
寄
進
が
あ
り
、
石

取
祭
車
を
持
た
な
い
京
橋
町
や
北
鍋
屋

町
が
春
日
神
社
の
氏
子
町
内
と
な
っ
て

き
た
所
以
で
す
。

桑
名
城
下
市
街
の
一
番
外
廓
に
巡
ら

さ
れ
た
惣
堀
は
、
北
の
方
か
ら
俗
に
寺

町
堀
、
士
ロ
津
屋
堀
、
三
丁
掛
堀
と
呼
ば

れ
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
時
代
に
な
り

こ
の
三
丁
掛
堀
は
暗
渠
化
さ
れ
て
緑
地

帯
の
公
園
と
な
っ
て
、
市
民
の
散
策
に

供
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
昭
和
二
十
三

年
の
自
治
会
発
足
で
そ
の
名
が
受
け
継

が
れ
た
三
丁
掛
自
治
会
は
同
三
十
三
年

に
大
央
町
と
改
称
し
ま
し
た
。

九
.ぶ
間
配
脚
川
い

.

恥
か
い
お
掛
か
別
配
が

ぶ

へ

特
別
芸
員
の
首
席

(
五
十
吉
順
)

9

月
1

日
現
在

日

日

医
療
法
人
誠
会
山
崎
病
院
様

…

“

お
菓
子
処
「
和
」
様

い

…
力
ネ
ソ
ウ
株
式
会
社
様

日

日

株
式
会
社
ケ
イ
デ
イ
|
エ
ン
ジ
ニ
ア
様

H

H

株
式
会
社
山
王
鉄
工
所
様

H

H

株
式
会
社
東
和
様

日

…
株
式
会
社
水
谷
精
機
工
作
所
様

日

日

株
式
会
社
レ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
桑
名
様

u

n

桑
名
信
用
金
庫
様

…

日

在
日
本
大
韓
民
国
民
団
三
重
県
桑
名
支
部
様
日

…
山
水
園
様

日

日

中
央
不
動
産
株
式
会
社
様

H

H

辻
内
鋳
物
鉄
工
株
式
会
社
様

…

日

兎
月
堂
様

日

…
内
藤
株
式
会
社
様

日

日

花
新
江
場
中
店
様

M

H

花
乃
舎
様

待

日

光
精
工
株
式
会
社
様

U

…
二
一
重
精
機
株
式
会
社
様

山

口

森
田
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社
様

日

日

有
限
会
社
茶
茂
様

日

日
しげ
唄
の昇
防
物放
綴
織瞥
寝
込
可
、

…

台
湾
、J
4
4
L
部
品
お
〉
議
議
滋
務
総
総
務
懇

深
く
お

い
札
贈
る
い準
際
事
?
を

出
冒
出
国

異
常
な
気
慢
に
見
舞
わ
れ
地
球
上
の

各
地
で
色
々
な
災
害
を
耳
に
す
る
今
年

で
す
が
、
そ
れ
に
セ
め
げ
ず
怪
統
文
化

を
は
ぐ
く
み
各
部
門
熱
意
を
込
め
て
一

生
短
命
頑
張
っ
て
お
り
ま
す

。

一
人
で

セ

9
3
く
の
す
民
の
皆
様
に
閉
山
%
を
掠
っ

て
頂
け
る
よ
う
に
、
次
世
代
へ
引
き
継

い
で
ゆ
く
事
は
容
易
な
事
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
が
、
一
歩
又
一
歩
と
こ
の
積

み
重
ね
が
え
切
な
事
だ
と
存
じ
ま
す
。

日
時
の
過
ぎ
る
の
は
早
い
セ
の
で
す
。

え
切
な
時
聞
を
宥
意
義
に
そ
し
て
又

t

向
上
を
よ
り
以
上
等
い
て
い
け
る
よ
う

一
層
の
努
力
を
重
ね
て
参
り
ま
す
。
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